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試験の結果を、平成 16 年 2 月 19 日の研究科教授会に報告した。 
  提出論文は、農業や林業さらに都市における面的な環境評価技術として現場で利用できる手
法の重要性に着目し、分光画像を簡単にオンサイトで得ることができる撮影装置を開発し、植
生指標として用いられている NDVI（Normalized Differential Vegetation Index）値に着目
し、撮影環境の影響を極力抑えて NDVI 画像を得る手段を提案している。提案に基づいて試作
したシステムを農業、林業さらに都市域での環境評価に適用し、その有効性を確認している。 
 
まず、植生指標を用いるオンサイトで環境評価を行うシステムの構成について述べてい
る。分光画像情報を得るために、既存のデジタルカメラを改造し、フィルター交換により希
望する帯域の分光画像が取得可能とした。さらに、植生指標を用いて環境評価を行う際に問
題となる大気条件や撮影条件とＮＤＶＩ値の関係を調べ、それらの影響を抑え、信頼性のあ
るオンサイトによるＮＤＶＩ値の求め方を提案し、実例によりその有効性を確認している。 
その後に、オンサイトでの環境評価技術が望まれている分野に提案するシステムを適用し
た結果について述べている。 
都市環境分野に対して適用した結果については、斜面住宅地でしばしば問題となる法面の
緑化において、植栽作業を行った後の緑化の経時変化を定量的に把握することで、採用した
緑化基盤材の材質の良否や、施肥や給水作業の良否を判断することができることを検討し、
緑化の程度の把握は、通常は専門家の直感的な判断に依存しており、構築したシステムを用
いることで、定量的かつ普遍的な判断が可能であることを示している。 
次に、農業環境分野に適用した結果を述べている。まず稲を対象とし、カラースケールを
用いる熟練者の目視による成育度の評価手法を、ＮＤＶＩ値を用いる方法との相関を調べ、
ＮＤＶＩ値を用いることで、熟練を必要とせずに定量的かつ手軽に稲の生育度が推定できる
ことを述べている。さらに、稲の収穫時期の決定において、ＮＤＶＩ値に着目することで、
適切な時期の選定が可能になることを示している。また阿蘇地域で栽培される稲を対象にし
て、ＮＤＶＩ値を用いることで、収穫前の米の含有たんぱく質量が推定できることを示し、
おいしい米つくりに活かせること示した。 
森林環境分野に対して適用した結果については、長崎近郊の森林を対象に、ＮＤＶＩ値に
着目すると、樹齢及び樹種による森林の分別が可能となること、間伐作業等の手入れによっ
て異なる森林状況の分別が可能となることを示している。さらに松枯れ評価に関する検討を
行い、専門家による松枯れの状況を専門家が評価した結果とＮＤＶＩ値による評価とが極め
て高い相関を有していることを示し、提案する手法の有効性を確認している。 
最後に、提案する環境評価システムについて、その実用性を中心に結論を述べると同時に、
本システムをより有効に活用するための今後の課題について述べている 
これらの研究成果は、我々の快適で安全な生活を維持する上で不可欠な環境評価技術の発展
に貢献するものと期待できる。 
以上のことより、本論文は博士（工学）の学位に値するものと判断した。 
 
 
 
